
研究方法について

研究実践部・支援部

１研究の目的

話し合い・聞き合いの活動の中で思考力・半Ⅲ断力・表現力がはぐくまれるた

めには，活動の中に思考力・判断力・表現力をはぐくむための欠かせないもの

があると考える。普段の学習活動を振り返ると，思考力・判断力・表現力をは

ぐくむと思われる要素*’（資料l）が存在する。この学習に関する様々な要素の

中から，話し合い・聞き合いの活動において思考力・半|｣断力・表現力をはぐく

むために欠かせないものを条件として考え，授業実践を通して，その条件を明

らかにしていかなくてはいけない。また，具体的な学習活動を通して，子ども

の姿から条件として成立するかを検証していくことが重要であり，数多くの実

践を行う必要がある。そのため，日々の実践の中で検証を繰り返していくこと

が求められる。

以上のことから，ｌ年次研究の日的は，話し合い・聞き合いの活動が「であ

う.つながる．うまれるコミュニケーション」となる条件を，日常的な実践の

積み重ねの中で明らかにしていくことである。

要素

*ｌ要素とは，実践か

ら思考力・判断力・

表現力をはぐくむ話

し合い・聞き合いの

活動の条件となり得

るものである。

条件

１年次研究の目的

デザイン

・演鐸型と帰納型

・系統'性・段階

.話し合ったことを試す体験

・試す.発展させる時間

．話し合う場や時間の保障

・交流する場

・思考・表現・判断の機会

・多様な表現活動

授業づくり教材（資料・'情報）

・複雑な情報→必要なものの選択

．揺さぶる

課題意識

・学習問題の成立

・意欲付け

・目的意識

.なぜ，ほんとかな

課題設定

・課題を明確にする

・多様な考えにつながる課題

・知的な課題

相

●

自分の価値観の自覚

資料１「思考力・半Ｉ断力・表現力をはぐくむ話す・聞く活動」に関する要素
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２研究の方法

(1)日常的な実践の研究

要素は，教科の特性を生かせるもの，発達段階に関係するもの，学習集団づ

くりによるものなど,多様である。

できるだけ多くの実践を集め，今後の研究に生かしていくという点から，教

科，道徳等によるアプローチだけでなく，学年，学級の実態に応じて，各人が

実践を積み重ねていけるスタイルがより多様な実践を集めるために効果的であ

る。試行錯誤しながら日常的に実践に取り組み，教科や学年など，様々な角度

からアプローチし（資料２），多様な実践を積み上げることが，１年次の研究

にとって大切である。

様々なアプローチ
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教科，道徳等 ／学年の発達段階 ノ学級の実態
夕

資料２様々な角度からのアプローチの例

そこで，まず研究主題を受け，各人が実践テーマ*2を立てる。そして，上述

のアプローチを踏まえた上で，思考力･半Ｉ断力・表現力をはぐくむ条件となり得

るものを考え，設定する。設定された条件は，日常の教育活動の中で実践を繰

り返し，検証されていく。しかし，各人が種々の条件を設定し，取り組むため，

その実践の妥当性を確かめる場が必要となる。そこで，日常的な実践から見出

されてきた条件を試行・提案する場として「研究授業」「実践交流」を設定し，

実践を積み上げることとする。

日常の実践の充実は，新しい気付きや疑問を数多くもたらす。それらの気付

きや疑問をその都度共有し，理論に反映させていく。そのことにより，常に全

体論を見つめ直し，本論を確かなものとして構築していく（資料３）。

*２実践テーマとは，

研究主題を受け，各

人が想定した具体的

な子どもの姿や活動

各人の条件設定

条件を試行･提案

する場

日常的実践研究に

よる理論の進歩

資料３個人の実践と全体論との関係

(2)研究授業について

１年次における研究授業の日的は，日常の実践の中で見出されてきた条件に

ついて授業を通して提案し,具体の姿から条件の検証･模索を協議していくこと

である。先にも述べたように，より多様な実践を集めるため，各人が実践を積

み重ねていくことが今年の研究のスタイルである。つまり，各人が日々の授業

の中で実践し検証していくこととなるため,互いの実践が見えにくい面がある。

各人の実践を全体に環流し，学校研究を積み上げていくためにも研究授業の役

割が重要である。そこで，以下，実施計画から研究授業，また，それに関連し

た取り組みについて述べる。

研究授業の目的

互いの実践を全体

に環流
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｢であう.つながる.うまれるコミュニケーション」となる条件



①研究授業の実施計画

低中高学年部会を中心に授業を公開する。多くの実践について参観できるよ

うに研究授業は，任意ではあるが常に全体が参加できる体制を整えるようにす

る。そのため，－日に行われる研究授業は，原貝Ｉ一つとし，－週間に低中高学

年の授業が重ならないように実施計画を立て行う。

②事前研究会

研究授業をするに当たっては，授業者及び参観者で以下の３点について共通

理解を図り，授業を見取る視点を明確にする。

・授業者の「であう．つながる．うまれるコミュニケーション」についての

とらえと条件の設定

・授業で目指す「であう．つながる．うまれるコミュニケーション」の姿

・研究授業における条件と手だて

③研究授業

事前研で共通理解されたことをもとに，下記のように授業を行う。

・条件として成り得るものであったか,そして手だてが適切であったかを

子どもの授業の姿から見取る。

・子どもの姿から検証を行うため，子どもの言動や様子などを記録する。

また，後に再検証できるようにビデオによる記録も行う。

・ペア及びグループなど様々な学習形態や授業者の意図に合わせて,抽出

児や抽出グループを設定し，記録（ビデオを含む）を行う。

④事後研究会

研究授業での記録や見取りをもとに，以下の４点について分析，及び協議し，

今後の実践に生かす場とする。

・子どもの姿から授業者が意図する「であう.つながる．うまれるコミュニ

ケーション」の姿が見られたか。

・授業における条件設定の適切さ，及び手だての有効性が見られたか。

・授業者の設定した条件以外で,授業から見出された条件について意見交

流する。

・事後研後に,参観者が研究授業や事後研から今後の実践に向けて考えた

内容を記し，授業者に渡す｡授業者は，その内容を今後の実践に生かす。

低中高学年部会が

中心

全休が参観できる

体制

共通理解と視点

・授業者のとらえ

と条件設定

･授業で目指す姿

.授業での条件と

手だて

･子どもの姿から

見,取る

.言動や様子の記

録：（ビデオ）

･学習形態などに

合わせた記録

授業の分析・協議

実践に生かす場

･条件設定の適切

さと手だての有

効性

.見出された条件

の交流

⑤その他の取り組み

任意であるが,全体が参観できるような体制づ

くりを行ったが,全ての研究授業を参観すること

は事実上難しい。そのため，互いの実践の交流を

盛んにし,実践の成果が共有できるようにするた

め，次の２点について取り組みを行った。

．「実践だより」を定期的に発行

・研究授業のビデオライブラリー

「実践だより」とは，各人の研究授業における実

践,及び事後研の内容を伝える学内配布用のもの

である（資料４)。－週間に行われた研究授業に

ついて,事後研で話し合われたことなどを中心に

実践の成果の共有

｢実践だより」

資料４実践だより
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爵

まとめ，複数の実践から見える共通項や課

題などを掲載し，互いの実践の共有化の一

端となるようにする。

「研究授業のビデオライブラリー」につ

いては，先に述べた「実践だより」や研究

授業後の話から実際の授業の様子が見られ

るようにするために，全ての研究授業をＤ

ＶＤにし，ビデオライブラリー（写真ｌ）

として誰もが自由に研究授業を見ることが

できるように環境を整える。

鯵
織
Ｉ
，
。

蕊
研究授業のビデオ

ライブラリー

写真１研究授業の

ビデオライブラリー

(3)実践交流について

実践交流とは，日々の授業を互いに見合うものである。主な目的は，「一人一

人の授業力向上を図る」ことである。今年度は研究にかかわり，日常的な授業

実践の中で，他者からの意見を求めたい実践を試す場として活用をしている。

実践交流は月一回行い月ごとのテーマに合わせた授業実践を行う（資料５)。

実践交流の目的

実践を試す場

資料５実践交流の月ごとのテーマ

授業の参観者は基本的に同学年とするが，

他学年からも参観できるように,授業実践計

画を用紙（資料６）に書いたものをカレンダ

ーの予定日に貼り，他学年にも把握できるよ

うにする｡授業を公開する箇所についても授

業者の思いに合わせ，「授業全て」や「前半

の１５分間」など設定できるようにする。研

究授業とは違い，実践を試す場ととらえ，指

導案等は準備せずに行うものとする｡実践交

流した後は,内容の意見交流を学年で適宜に

行う。授業者に参観者の声が届くように，用

紙に記入し,授業会場に設置されたポストに

入れるようにする。

授業者は，参観者の見取りを参考にして，

実践の意図と考察をレポートにまとめ,今後

の実践に生かすようにする。また，このレ

ポートは集約され，教育実習の指導の資料

として蓄積されていく（資料７)。

授業実践計画

授業者の思いに合

わせた公開

資料６授業実践計画の用紙
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日常実凶

敏科・単元名国路・おばなしをたのしもう

授業者松井由紀三

テーマ「媒■の立て方のエ夫」

＜扣導の意図と真暗＞

①本時の煤題を立てるときに、子どもの亡広の宝れに添うようにする。本時では、凹名峡みを

するときに砥すことを恥ずかしがる子どもがいた。そこからくきづいたことをはなそう＞と

いうめあてにつなげるようにした。

②本時の腺皿を全貝につかませるため、子どもにHR■をノートに■かせ、宮いた子に暁み上げ

させるようにした。

③次時からの蝶題が生まれるように、不思妬に思うことはないか、もっと賭してみたいことは

ないか発問した。似ている発百をまとめさせ、次時からの皮■とした。媒■は、賭し合う瓜

にノートさせた。

○これまでと比ぺ､終末に､洩厘を速成できたか中区に技り返ることができた子どもが多かった。

本時の屡題が子どものな■の減れに添ったものになったからかもしれない。

▲全貝が課題に向かって集中できたわけではない。媒■の立て方をもつとエ失するとともに、纂

中できたという充足感をもつようにさせたい。

ポストの設置

劃実践の内容をまと

めてレポート

資料７実践交流を

まとめたレポート
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実践授業叶画

日時 ６月１日（火）４限：体Ｗ館

氏名 古田正樹

教科 体汀

クラス ５年１値

内容 体つくり運動擬授藁の前半に参観を

2枚のマットをいかだに几立てて.体Ｗ他の堵から増主でマットか

ら簿ちずに移動する。１グループの人放を６人とし。落ちなければマ

ツトの移動の仕方は自由とする。

この活動を体愚することから始め，その彼．グループ同士を対比さ

せながら．早く移動する方法（作戦）を考える学習活助を行う。


